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図 3.2-23 ハイタカの確認位置図 
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図 3.2-24 アリスイの確認位置図 
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図 3.2-25 ビンズイの確認位置図 
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図 3.2-26 アオジ確認位置図 
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3.2.2 爬虫類（アカウミガメ） 

(1) 調査対象種及び調査時期 

調査対象種及び調査時期を表 3.2-30 に示す。 

 

表 3.2-30 爬虫類調査対象種及び調査時期 

種名 調査回数 調査時期 調査の目的 

アカウミガメ 

16 回 

6 月 12 日(水) 

6 月 18 日(火) 

6 月 25 日(火) 

7 月 2日(火) 

7 月 8日(月) 

7 月 12 日(金) 

7 月 18 日(木) 

7 月 23 日(火) 

7 月 29 日(月) 

8 月 2日(金) 

8 月 7日(火) 

8 月 12 日(月) 

8 月 16 日(金) 

8 月 23 日(金) 

8 月 28 日(水) 

9 月 2日(月) 

現地踏査による上陸・産卵

状況等の把握 

任意 平成 25年 6月～9月 

聞き取りによる上陸・産卵

情報の収集・把握 

 

 

(2) 調査範囲 

調査範囲は、図 3.2-26 に示した計画地及びその周辺の範囲（調査地域）とした。 

 

(3) 調査方法 

1) 上陸確認調査 

調査範囲及びその周辺において、砂浜部分を中心に踏査し、砂浜に残されたア

カウミガメの上陸跡や産卵跡の有無を調査した。なお、現地調査にあたっては、

波打ち際に近いラインと遠いラインを往復し、上陸跡を見落とさないように注意

を払った。 
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図 3.2-23 アカウミガメ調査範囲 
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2) 聞き取り調査 

平成 25 年度は、調査範囲である白塚海岸では産卵が 2件、調査範囲外の町屋海

岸や阿漕浦海岸等で 17 件の合計 19 件の情報が得られ、このうち 12 件について産

卵が確認され、1件について孵化が確認されている。 

聞き取り調査結果を表 3.2-33 に示す。 

 

表 3.2-33 聞き取り調査結果 

No. 確認日 産卵の有無 確認地点 確認状況 

1 5 月 14 日 - 調査範囲外 千代崎海岸において上陸を確認。 

2 5 月 16 日 - 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において上陸を確認。 

3 5 月 26 日 ○ 調査範囲内 

白塚海岸において産卵を確認。その

後、孵化を確認。 

4 5 月 27 日 ○ 調査範囲外 阿漕浦海岸において産卵を確認。 

5 6 月 8日 ○ 調査範囲外 千代崎海岸において産卵を確認。 

6 6 月 12 日 ○ 調査範囲外 阿漕浦海岸において産卵を確認。 

7 6 月 18 日 ○ 調査範囲外 御殿場海岸において産卵を確認。 

8 6 月 23 日 - 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において上陸を確認。 

9 6 月 24 日 ○ 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において産卵を確認。 

10 6 月 30 日 - 調査範囲外 御殿場海岸において上陸を確認。 

11 7 月 1日 ○ 調査範囲外 町屋海岸において産卵を確認。 

12 7 月 1日 - 調査範囲外 町屋海岸において上陸を確認。 

13 7 月 6日 - 調査範囲外 町屋海岸において上陸を確認。 

14 7 月 6日 - 調査範囲外 町屋海岸において上陸を確認。 

15 7 月 10 日 ○ 調査範囲外 芦原海岸において産卵を確認。 

16 7 月 18 日 ○ 調査範囲外 長太ノ浦海岸において産卵を確認。 

17 7 月 20 日 ○ 調査範囲外 阿漕浦海岸において産卵を確認。 

18 8 月 5日 ○ 調査範囲外 長太ノ浦海岸において産卵を確認。 

19 8 月 12 日 ○ 調査範囲内 白塚海岸において産卵を確認。 
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3.2.3 昆虫類 

(1) 調査対象種及び調査時期 

昆虫類の調査対象種及び調査時期を表 3.2-34 に示す。 

 

表 3.2-34 昆虫類調査対象種及び調査時期 

種名 

調査 

回数 

調査時期 調査の目的 

カワラハンミョウ（成虫） 1 回 

事前踏査： 

平成 25年 9月 17 日(火) 

現地調査： 

平成 25年 9月 19 日（木）、20日（金） 

生息状況、 

生息範囲の把握 

カワラハンミョウ（幼虫） 1 回 平成 25年 10 月 17 日（木）、18日（金） 

ヤマトバッタ 1 回 

事前踏査： 

平成 25年 9月 17 日(火) 

現地調査： 

平成 25年 9月 19 日（木）、20日（金） 

エサキアメンボ 1 回 平成 25年 8月 27 日（火） 

 

 

(2) 調査範囲 

調査範囲は、図 3.2-25 に示した計画地及びその周辺の範囲（調査地域）とした。 
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図 3.2-25 昆虫類の調査範囲 
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(3) 調査方法 

1) カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタ 

調査方法は既往調査と同様とし、平成 24 年度と同じ箇所に調査ライン（長さ

100ｍ×幅 5ｍ）を 15 本設定し、確認個体数を記録した。調査ラインを図 3.2-26

に示す。 

なお、現地調査においては、調査中に成虫が周辺に飛散し近隣ラインのデータ

が偏る可能性が考えられるため、隣り合ったラインは連続して調査しないように

配慮した。 

 

 

写真 3.2-5 カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタ調査実施状況 
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図 3.2-26 カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタ調査ライン 
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2) カワラハンミョウ（幼虫） 

調査方法は既往調査と同様とし、平成 24 年度とほぼ同じ箇所に、堤防より海に

向かう方向に幅 5m のラインを設定し、カワラハンミョウ幼虫の巣穴を 1m 間隔(5

㎡＝1m×5m)毎に計数した。調査ラインの基点及び終点を表 3.2-35 及び図 3.2-27

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.2-6 カワラハンミョウ（幼虫）の調査実施状況 

 

表 3.2-35 カワラハンミョウ幼虫調査ラインの起点と終点 

ライン

No. 

起点 終点 

緯度 経度 緯度 経度 

L-01 N34°46' 24.5" E136°32' 36.2" N34°46' 23.5" E136°32' 38.9" 

L-02 N34°46' 23.1"  E136°32' 35.3" N34°46' 22.0" E136°32' 38.0" 

L-03 N34°46' 21.6"  E136°32' 34.5" N34°46' 20.6" E136°32' 37.2" 

L-04 N34°46' 20.2"  E136°32' 33.6"  N34°46' 19.1"  E136°32' 36.3" 

L-05 N34°46' 18.7"  E136°32' 32.6" N34°46' 17.7" E136°32' 35.3" 

L-06 N34°46' 17.3"  E136°32' 31.8" N34°46' 16.3" E136°32' 34.5" 

L-07 N34°46' 15.9"  E136°32' 30.9" N34°46' 14.8" E136°32' 33.6" 

L-08 N34°46' 14.4"  E136°32' 30.0" N34°46' 13.4" E136°32' 32.7" 

L-09 N34°46' 13.0"  E136°32' 29.1" N34°46' 11.9" E136°32' 31.8" 

L-10 N34°46' 11.5"  E136°32' 28.2" N34°46' 10.5" E136°32' 30.9" 

L-11 N34°46' 10.1"  E136°32' 27.3" N34°46' 9.1" E136°32' 30.0" 

L-12 N34°46' 8.7"  E136°32' 26.4" N34°46' 7.6" E136°32' 29.1" 

L-13 N34°46' 7.2"  E136°32' 25.5" N34°46' 6.2" E136°32' 28.2" 

L-14 N34°46' 5.8"  E136°32' 24.6" N34°46' 4.7" E136°32' 27.3" 
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図 3.2-27 カワラハンミョウ（幼虫）調査ライン 
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3) エサキアメンボ 

調査範囲のうち図 3.2-28 に示すエサキアメンボの生息環境である水域を踏査

し、目視観察により生息確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.2-7 エサキアメンボ調査実施状況 
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図 3.2-28 エサキアメンボ調査範囲 
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(4) 調査結果 

1) カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタ 

カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタの調査を行った 4区域 15 ラインの植

生等の状況を表 3.2-36 に示す。 

調査区域は主に不安定帯または不安定帯～半安定帯に区分される海浜部であり、

波打ち際から内陸に向かって不安定帯から安定帯へと変化していた。最も海側に

近いラインでは植生がみられず、打ち上げられたゴミ等が散在している。内陸側

のラインではコウボウムギ、ハマボウフウ、ビロードテンツキなどの海浜植物群

落がみられる。 

また、区域 4のライン 15 ではクロマツの植栽が行われている。 

 

表 3.2-36(1) カワラハンミョウ成虫・ヤマトバッタ調査ラインの状況 

区域 ライン 設置場所 植生の状況 

1 

1 不安定帯 

植生はみられない。

汀線側の2～2.5m程

度のところには打

ち上げられたゴミ

が多い。 

 

2 

不安定帯～ 

半安定帯 

コウボウムギ群落。 

植被率 30～40％程

度。 

 

2 3 不安定帯 

植生はみられない。

全面にわたって打

ち上げられたゴミ

が多い。 

 

 


